
新型コロナウイルス感染症対策の
補正予算や条例など31件を可決　

杉並第三小学校で休み時間を元気に過ごす児童。
（熱中症対策で、マスクの着用は任意としています。／撮影日：令和２年６月 16日）

　
第
2
回
定
例
会
は
、
5
月
29
日
か
ら
6
月
17

日
ま
で
20
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
か
ら
4
日
間
は
、
18
名
の
議
員
が
区
政
一

般
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
補
正
予
算
案
4
件
・
条
例

案
9
件
な
ど
31
議
案
の
審
議
を
行
い
、
全
て
原

案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
4
回
臨
時
会
が
7
月
21
日
に
1
日

間
の
会
期
で
開
か
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
の
補
正
予
算
に
係
る
議
案
を
審
議

し
ま
し
た
（
議
案
等
の
審
議
結
果
は
7
・
8
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
重
点　
　
　
　
　
　
　

定例会の流れ　など	 � ２

区政を問う　一般質問� ３～５

区議会の仕事と役割　など� ６

委員会の活動報告　など� 7

議案等の概要と審議結果�７ ・８

令
和
２
年　

第
２
回
定
例
会

今号の掲載内容

※掲載している一般質問の内容は当時の発言をもとに構成しているため、現在の状況とは異なる場合があります。

第 3回定例会は 9月 9日（水）から開会予定です。



令和2（2020）年 8 月 1 日NO.252 2

区議会ホームページをご利用ください！

本会議
（４日～５日間）

委員会
（９日～18日間）

本会議
（１日間）

●一般質問
区政について議員が課題と感じて
いることを質問し、区の執行部が
答弁します。

●議案上程・付託
議案が議会にかけられ（上程）、
担当する常任委員会等に審査を委
ねます（付託）。

●常任委員会
付託された議案等を審議します。

●特別委員会
特定のテーマについて審議します。

定例会の流れ
区議会定例会の一般的な流れは、次のとおりです。

※新型コロナウイルス感染症予防に配慮し、マスク着用の上で会議を開催しています。

●討論
委員会での審議結果を踏まえ、
議案に対して議員が反対、賛成
の主張をします。

●採決
議会として議案の賛否等を決定
するため、多数決を行います。

区議会ホームページでは、区議会に関する様々な情報を発信しています。ぜひご利用ください。 ▲アクセスはこちら

会議のお知らせ
定例会・委員会の日程、代表・
一般質問の項目、議案・議決結
果の一覧などを掲載しています。

会議の記録
本会議・委員会の会議録のほか、
議会で行っている様々な会議の
会議録や行政視察の報告などを
掲載しています。

区議会からのお知らせ
定例会の日程（開会の約１カ月前）、常任・
特別委員会の予定議題（開会の２日前）など、
区議会に関する最新情報をお知らせします。

議会中継
本会議を開催中
は、その模様を
生中継していま
す。また、過去
の本会議、予算・
決算特別委員会
の録画中継をご
覧になれます。

キッズコーナー
議会の役割や仕事などに
ついて、お子様向けに易
しくご紹介しています。
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　区政全般にわたり、区長をはじめとす
る執行機関に対して行う質問を一般質問
といいます。
　 5月29日、 ６月 １～ ３日に18名が質問
しました。その要旨をお知らせします。

掲載の質問と答弁は、一部を抜粋したものです。
二次元コードを読み込むと、全体の質疑応答を
質問者別の動画でご覧になれます。

コ
ロ
ナ
禍
の
対
策
と
し
て
、

教
育
や
区
政
で
オ
ン
ラ
イ

ン
活
用
を
！

自
民
党
会
派
を
代
表
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

に
つ
い
て
問
う

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
第
２
波
、
第
３
波

へ
の
備
え
を
！

新
型
コ
ロ
ナ
、
保
健
所
機

能
の
抜
本
強
化
と
区
民
へ

の
支
援
強
化
を
！

コ
ロ
ナ
の
戦
い
は
長
期
戦
。

今
を
見
つ
め
遠
き
を
見
据

え
た
財
政
運
営
を

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
児
童

生
徒
の
学
び
の
継
続
と
充

実
を
求
め
る

松
本
み
つ
ひ
ろ

（
無
維
）

井
原
太
一

（
自
民
）

関
口
健
太
郎

（
立
民
）

富
田
た
く

（
共
産
）

藤
本
な
お
や

（
無
維
）

山
本
あ
け
み

（
立
民
）

区政を問う

問

子
ど
も
達
の
学
び
の
保
障
の
た

め
に
、
一
人
一
台
端
末
整
備
を
早
急

に
行
う
こ
と
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

答

国
の
Ｇ※

１

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

の
加
速
化
の
動
き
を
捉
え
検
討
す
る
。

問

区
の
避
難
所
、
震
災
救
援
所
で

「
３
密
」
回
避
の
対
応
は
可
能
か
。

答

水
害
の
避
難
所
は
「
３※

２

密
」
の

状
態
と
な
ら
な
い
よ
う
対
策
を
進
め

て
い
る
。
震
災
救
援
所
は
想
定
す
る

避
難
者
数
が
極
め
て
多
く
、「
３
密
」

が
危
惧
さ
れ
る
。
地
域
区
民
セ
ン
タ

ー
の
早
期
活
用
等
を
図
る
と
と
も
に
、

都
立
高
校
等
の
さ
ら
に
広
い
ス
ペ
ー

ス
提
供
の
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問

区
職
員
は
自
宅
か
ら
業
務
シ
ス

テ
ム
や
メ
ー
ル
を
利
用
で
き
た
か
。

答

自
宅
か
ら
区
の
シ
ス
テ
ム
に
ア

ク
セ
ス
し
事
務
を
行
う
こ
と
は
業
務

上
想
定
し
て
お
ら
ず
、
メ
ー
ル
も
シ

ス
テ
ム
の
遠
隔
操
作
も
で
き
な
い
。

問

学
校
教
員
は
自
宅
か
ら
校
務
シ

ス
テ
ム
や
メ
ー
ル
を
利
用
で
き
た
か
。

答

自
宅
の
個
人
Ｐ
Ｃ
か
ら
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
に
接
続
す
る
こ
と
で
、
学

校
内
と
同
じ
作
業
が
自
宅
で
行
え
る
。

問

世
界
的
規
模
の
危
機
に
直
面
し
、

必
要
な
施
策
へ
の
大
胆
な
予
算
投
入

と
迅
速
な
対
応
を
期
待
す
る
。

答

今
後
と
も
区
民
生
活
を
守
り
抜

く
と
い
う
強
い
決
意
と
覚
悟
を
も
っ

て
区
政
運
営
に
あ
た
る
。

問

区
が
行
っ
て
き
た
医
療
提
供
体

制
確
保
に
つ
い
て
の
評
価
及
び
第
２

波
に
向
け
た
取
組
へ
の
考
え
を
問
う
。

答

地
域
の
医
療
崩
壊
を
防
ぎ
、
区

民
の
安
心
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き
た

も
の
と
認
識
。
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備

や
新
た
な
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
の
運

用
の
検
討
、
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
の
分

析
を
行
い
、
さ
ら
な
る
感
染
防
止
に

役
立
て
る
。
ま
た
、
新
た
な
検
査
実

施
体
制
の
構
築
に
取
り
組
む
。

問

商
店
街
や
各
個
店
の
存
続
の
為

に
も
、
区
独
自
の
新
た
な
補
助
制
度

の
創
設
を
求
め
る
が
見
解
を
問
う
。

答

家
賃
に
対
す
る
支
援
策
の
検
討

を
鋭
意
進
め
て
お
り
、
可
能
な
限
り

速
や
か
に
実
施
し
て
い
く
。

問

長
期
化
を
見
据
え
保
健
所
機
能

を
計
画
的
に
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
。

答

保
健
所
は
庁
内
の
応
援
と
人
材

派
遣
委
託
で
強
化
を
図
っ
た
。

問

感
染
者
数
が
都
内
で
５
番
目
に

多
い
原
因
と
今
後
の
見
通
し
は
。

答

人
口
規
模
以
外
に
も
病
院
内
感

染
や
家
族
内
感
染
等
が
多
く
認
め
ら

れ
た
事
が
要
因
と
考
え
る
。
感
染
者

数
は
４
月
上
旬
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し

て
い
る
が
第
２
波
の
可
能
性
が
あ
る
。

問

コ
ロ
ナ
と
の
新
た
な
共
存
時
代

に
合
わ
せ
、
新
た
な
財
政
運
営
の
ル

ー
ル
を
策
定
す
べ
き
で
は
。
ま
た
今

後
の
区
財
政
の
展
望
に
つ
い
て
問
う
。

答

終
息
後
も
景
気
低
迷
は
長
期
化

し
、
税
収
減
等
に
よ
り
区
財
政
へ
の

影
響
は
数
カ
年
に
及
ぶ
と
認
識
す
る
。

次
期
計
画
策
定
の
際
に
、
財
政
運
営

の
ル
ー
ル
の
見
直
し
を
図
っ
て
い
く
。

問

学
習
環
境
整
備
、
心
身
の
支
援

が
必
要
な
子
ど
も
の
対
応
の
た
め
の

体
制
整
備
を
求
め
て
来
た
が
、
現
在

の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

答

こ
の
臨
時
休
業
中
は
学
校
か
ら

家
庭
へ
の
電
話
連
絡
等
に
よ
る
状
況

把
握
や
支
援
が
中
心
だ
っ
た
が
、
今

後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
双
方

向
で
の
情
報
交
換
の
手
段
の
構
築
に

向
け
、
段
階
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

自
宅
学
習
に
よ
り
学
力
を
向
上

さ
せ
て
い
く
手
立
て
を
十
分
に
講
じ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答

一
人
一
台
端
末
環
境
の
整
備
と

し
て
、
ま
ず
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
を
保
有
し
て
い
な
い
家
庭
へ
の
端

末
機
器
の
貸
し
出
し
に
取
り
組
み
、

家
庭
学
習
支
援
の
充
実
に
努
め
る
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て
、

全
て
の
子
ど
も
た
ち
に
新
学
習
指
導

要
領
の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
、
新
た
な

学
び
の
ス
タ
イ
ル
の
実
現
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

≪会派名≫
自民／杉並区議会自由民主党　公明／杉並区議会公明党　共産／日本共産党杉並区議団　立民／立憲民主党杉並区議団
平和／いのち・平和クラブ　無維／自民・無所属・維新クラブ　共生／共に生きる杉並　杉わ／杉並わくわく会議
正理／正理の会　杉耕／杉並を耕す会　無／無所属　美杉／美しい杉並　革新／都政を革新する会

用語説明 ※１　GIGAスクール＝文部科学省が打ち出した構想。全国の学校で義務教育を受ける児童生徒に、１人１台の学習用端末や高速ネットワーク環境などを整備する計画
※２　３密＝密閉空間・密集空間・密接空間の３つの「密」のこと。新型コロナウイルス感染症に関し、これらの条件が重なると感染リスクが高まると考えられている。

コ
ロ
ナ
禍
の
対
策
と
し
て
、

教
育
や
区
政
で
オ
ン
ラ
イ

ン
活
用
を
！

問

特
別
定
額
給
付
金
に
係
る
事
務

費
が
高
額
だ
。
58
万
5
千
人
に
10
万

円
給
付
す
る
と
、
5
8
5
億
5
千
万

円
。
そ
の
た
め
に
6
億
1
4
0
0
万

円
の
事
務
費
を
掛
け
る
こ
と
が
妥
当

な
の
か
。
1
世
帯
に
約
1
8
0
0
円

掛
か
っ
て
お
り
、
高
額
だ
。
事
務
費

の
内
訳
と
高
額
で
あ
る
要
因
は
。

答

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
や
窓
口
業
務

等
に
係
る
委
託
料
に
約
3
億
1

 
2
 4 

0
万
円
余
、
封
筒
印
刷
や
そ
の
郵
送

料
に
約
3
7
5
8
万
円
余
の
ほ
か
、

口
座
振
込
料
や
職
員
人
件
費
等
の
支

出
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も

予
算
内
で
適
正
に
執
行
し
て
い
く
。

問

医
療
品
に
つ
い
て
の
備
蓄
は
原

則
と
し
て
医
療
機
関
や
都
な
ど
が
行

っ
て
い
る
。
区
独
自
に
医
療
品
の
備

蓄
を
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

答

区
内
の
基
幹
病
院
や
医
師
会
の

意
見
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

杉
並
保
健
所

Wi-Fi

問

区
の
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
で
は
、

電
子
承
認
で
捺
印
を
代
替
で
き
る
か
。

答

６
割
以
上
の
文
書
は
、
電
子
化

さ
れ
シ
ス
テ
ム
上
で
承
認
さ
れ
る
た

め
、
印
鑑
の
押
印
は
不
要
で
あ
る
。

問

保
健
所
の
常
勤
職
員
は
30
年
間

で
４
分
の
３
に
。
一
時
的
な
応
援
や

派
遣
で
な
く
抜
本
的
強
化
が
必
要
。

答

常
勤
と
会
計
年
度
任
用
職
員
と

の
役
割
分
担
、
派
遣
や
委
託
の
可
能

性
な
ど
、
効
果
的
な
体
制
を
考
え
る
。

問

自
粛
に
伴
い
区
民
各
層
に
深
刻

な
影
響
が
。
求
め
ら
れ
る
支
援
を
打

ち
尽
く
す
決
意
と
対
応
が
必
要
。

答

区
民
生
活
を
守
る
た
め
、
区
内

事
業
者
へ
は
区
独
自
の
家
賃
支
援
、

就
学
援
助
世
帯
へ
は
昼
食
費
相
当
額

の
補
助
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
は
独
自

支
援
を
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
い
る
。

問

予
算
確
保
に
伴
い
、
西
荻
窪
の

商
店
街
に
大
打
撃
と
な
る
都
市
計
画

道
路
補
助
１
３
２
号
は
中
止
す
べ
き
。

答

防
災
力
・
駅
ア
ク
セ
ス
向
上
の

観
点
か
ら
必
要
。
着
実
に
進
め
る
。

問

１
３
２
号
は
東
京
ガ
ス
緊
急
車

両
の
通
行
を
整
備
理
由
と
し
て
い
た
。

東
京
ガ
ス
西
部
支
店
が
移
転
と
な
り
、

整
備
理
由
の
一
つ
が
な
く
な
っ
た
が
。

答

緊
急
輸
送
道
路
と
し
て
の
位
置

付
け
が
ど
う
な
る
か
分
か
ら
な
い
が
、

防
災
性
向
上
を
図
る
必
要
性
に
つ
い

て
は
変
わ
り
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問

児
童
生
徒
が
家
で
も
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
が
で
き
る
体
制
を
作
る
こ
と

が
大
切
だ
。
ど
の
よ
う
な
教
育
を
進

め
て
い
く
の
か
教
育
委
員
会
に
問
う
。

答

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
有
効
と
考

え
て
お
り
、
個
別
の
学
び
と
協
同
の

学
び
を
効
果
的
に
融
合
し
て
い
く
新

た
な
杉
並
の
教
育
を
目
指
し
て
い
く
。

問

今
後
の
基
金
残
高
の
推
移
は
。

答

経
済
状
況
が
厳
し
く
な
る
中
で
、

従
前
の
基
金
へ
の
積
立
は
期
待
で
き

ず
、
残
高
は
減
少
す
る
と
考
え
る
。

問

コ
ロ
ナ
の
緊
急
対
策
で
財
調
基

金
を
活
用
す
る
こ
と
は
必
要
だ
が
、

こ
の
基
金
は
年
度
間
の
財
源
不
足
を

補
い
震
災
時
の
備
え
の
役
割
も
あ
る
。

第
２
波
も
想
定
し
基
金
は
長
期
的
な

視
点
で
活
用
す
べ
き
で
は
。

答

財
調
基
金
は
コ
ロ
ナ
対
策
の
財

源
と
し
て
躊ち

ゅ
う
ち
ょ躇

な
く
活
用
す
べ
き
と

考
え
る
。
ま
た
大
規
模
災
害
へ
の
備

え
と
し
て
い
る
分
も
危
機
的
状
況
が

続
く
場
合
、
取
崩
し
を
考
え
て
い
る
。

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
含
む

新
興
感
染
症
対
策
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

と
し
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対

策
行
動
計
画
が
あ
る
。
第
2
波
、
3

波
へ
の
備
え
と
し
て
検
証
が
重
要
。

今
後
の
見
直
し
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

答

区
の
対
策
本
部
の
役
割
の
明
確

化
、
電
話
相
談
窓
口
等
に
つ
い
て
、

国
や
東
京
都
の
行
動
計
画
の
見
直
し

状
況
も
踏
ま
え
見
直
し
に
取
り
組
む
。

問

迅
速
な
制
度
構
築
に
は
、
外
部

の
専
門
家
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
等
が

必
要
。
こ
の
難
題
に
対
し
特
別
な
体

制
が
必
要
と
考
え
、
強
く
要
望
す
る
。

答

迅
速
な
制
度
構
築
に
向
け
て
は
、

専
門
性
を
有
す
る
人
材
の
活
用
等
も

視
野
に
入
れ
、
当
区
に
お
け
る
新
し

い
学
習
の
在あ

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。
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《
4
月
》

30
日

　
　

本
会
議

　
　

総
務
財
政
委
員
会

　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

本
会
議
（
再
開
）

《
5
月
》

12
日

　
　

議
会
運
営
委
員
会

14
日

　
　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

19
日

　
　

本
会
議

　
　

総
務
財
政
委
員
会

20
日

　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

本
会
議

　
　

各
常
任
・
特
別
委
員
会

21
日

　
　

議
会
運
営
委
員
会

29
日

　
　

本
会
議

《
6
月
》

1
日
～
3
日

　
　

本
会
議

4
日

　
　

区
民
生
活
委
員
会

5
日

　
　

保
健
福
祉
委
員
会

8
日

　
　

都
市
環
境
委
員
会

9
日

　
　

文
教
委
員
会

10
日

　
　

総
務
財
政
委
員
会

議

会

日

誌

用語説明 ※３　クラスター＝新型コロナウイルス感染症に関して、患者間の関連が認められた集団のこと。
※４　�特殊勤務手当＝著しく危険、不快、不健康または困難な勤務その他著しく特殊な勤務で、給与上特別の考慮を必要とし、かつ、その特殊性を給料で考慮することが適当でないと認められるもの

に従事する職員に対し、その勤務の特殊性に応じて支給される手当

区
民
の
命
と
く
ら
し
を
支

え
、
守
る
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
を

非
常
事
態
下
で
の
財
政
運

営
の
舵
取
り
を
ど
う
行
っ

て
い
く
の
か
？

介
護
崩
壊
を
招
か
な
い
た

め
に
介
護
現
場
へ
の
支
援

体
制
強
化
を
！

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
、
学
校
教
育
、

子
ど
も
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
で
区
の
非
常
勤

や
委
託
事
業
で
働
く
職
員

の
賃
金
保
障
求
む

医
療
従
事
者
等
へ
の
手
当
、

空
調
服
支
給
、
備
蓄
を
問

う

ひ
わ
き
岳

（
立
民
）

中
村
康
弘

（
公
明
）

奥
田
雅
子

（
平
和
）

野
垣
あ
き
こ

（
共
産
）

け
し
ば
誠
一

（
平
和
）

佐
々
木
千
夏

（
正
理
）

問

介
護
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
に
、
感

染
す
る
と
重
篤
化
し
や
す
い
高
齢
者

の
ケ
ア
に
携
わ
る
介
護
従
事
者
が
優

先
的
に
、
ま
た
定
期
的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
。

答

介
護
従
事
者
に
つ
い
て
は
、
症

状
の
有
無
や
接
触
歴
の
有
無
等
を
確

認
し
、
特
に
、
施
設
内
感
染
等
の
ク※

３

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
る
場
合
に

は
、
迅
速
に
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

問

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
経
済
情
勢
に

影
響
が
出
て
い
る
が
、
当
面
の
財
政

状
況
に
つ
い
て
区
は
ど
の
よ
う
に
予

測
し
て
い
る
の
か
。

答

景
気
低
迷
は
長
期
化
し
か
ね
ず
、

減
収
等
に
よ
る
区
財
政
へ
の
影
響
は

数
カ
年
に
及
ぶ
と
認
識
。
財
政
運
営

は
極
め
て
厳
し
く
な
る
と
考
え
る
。

問

事
業
全
般
の
緊
急
度
の
精
査
や

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
、
行
財
政
改
革
の

必
要
性
に
つ
い
て
の
区
の
考
え
は
。

答

区
民
の
命
や
安
全
を
守
る
事
業

は
着
実
に
実
施
す
べ
き
も
の
と
認
識
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
取
組

の
方
向
性
等
を
今
後
検
討
し
て
い
く
。

問

介
護
従
事
者
に
体
調
不
良
等
が

見
ら
れ
た
場
合
は
速
や
か
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
を
行
い
、
介
護
崩
壊
を
絶
対
に

起
こ
さ
な
い
と
い
う
姿
勢
で
取
り
組

む
べ
き
。

答

診
察
し
た
医
師
が
感
染
を
疑
っ

た
場
合
、
濃
厚
接
触
者
で
な
く
と
も
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
対
象
と
な
る
。
今
後

も
介
護
崩
壊
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
感

染
防
止
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
。

問

区
は
介
護
事
業
継
続
の
た
め
の

支
援
策
情
報
の
提
供
や
必
要
物
品
の

優
先
配
布
な
ど
、
支
援
の
在あ

り
方
に

つ
い
て
現
場
の
要
望
を
聞
き
取
り
、

今
後
の
対
策
に
活
か
し
て
ほ
し
い
。

答

こ
れ
ま
で
に
単
体
事
業
所
も
含

む
介
護
事
業
所
に
マ
ス
ク
約
8
万
枚

を
配
布
し
て
お
り
、
近
く
約
40
万
枚

の
配
布
を
予
定
し
て
い
る
。
今
後
も

事
業
者
の
声
に
耳
を
傾
け
サ
ー
ビ
ス

継
続
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

問

高
齢
者
の
状
況
把
握
の
た
め
に

は
、
日
ご
ろ
か
ら
高
齢
者
に
関
わ
っ

て
い
る
機
関
で
さ
ら
な
る
全
体
共
有
、

役
割
分
担
の
調
整
が
必
要
だ
が
。

答

ケ
ア
24
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

訪
問
看
護
等
、
身
近
な
地
域
で
高
齢

者
に
関
わ
る
機
関
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が

持
つ
情
報
や
取
組
を
共
有
し
、
高
齢

者
の
状
況
に
応
じ
た
支
援
に
役
立
て

て
い
く
。

問

国
連
子
ど
も
の
権
利
委
員
会
の

声
明
は
「
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
」

の
原
則
を
反
映
し
た
対
応
を
求
め
た
。

こ
れ
に
基
づ
き
休
校
に
対
し
子
ど
も

の
意
見
を
聞
く
機
会
を
設
け
る
べ
き
。

答

休
業
中
は
電
話
等
に
よ
り
、
子

ど
も
達
の
不
安
等
を
聞
き
取
っ
て
き

た
。
学
校
再
開
後
も
休
業
中
の
事
を

よ
り
丁
寧
に
聞
き
取
っ
て
お
り
、
そ

う
し
た
声
を
今
後
に
生
か
し
て
い
く
。

問

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、

今
後
、
国
や
都
に
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
要
請
し
て
い
く
考
え
か
。

答

今
後
も
国
や
東
京
都
に
対
し
、

第
2
波
、
第
3
波
を
想
定
し
た
医
療

機
関
に
対
す
る
支
援
を
し
っ
か
り
行

う
よ
う
引
き
続
き
要
請
し
て
い
く
。

問

コ
ロ
ナ
禍
で
、
区
立
施
設
の
管

理
・
運
営
事
業
者
や
委
託
事
業
で
働

く
職
員
の
賃
金
を
守
る
対
策
を
。

答

休
館
し
て
い
る
区
立
施
設
に
お

い
て
は
、
受
託
業
者
等
に
も
一
部
負

担
を
求
め
た
上
で
、
業
務
を
休
止
し

て
も
必
要
と
な
る
経
費
の
8
割
を
区

が
支
出
す
る
。
委
託
事
業
に
つ
い
て

は
、
感
染
予
防
対
策
を
講
じ
て
業
務

を
履
行
し
、
委
託
料
を
支
払
う
。

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

は
任
意
で
あ
る
こ
と
の
周
知
を
。

答

カ
ー
ド
を
取
得
す
る
か
否
か
は

任
意
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
今
後
も
区

民
に
対
す
る
適
切
な
周
知
に
努
め
る
。

問

遅
野
井
川
で
気
泡
が
発
生
し
た

場
合
に
、
区
で
独
自
に
酸
素
濃
度
を

計
測
す
る
体
制
を
整
え
て
ほ
し
い
が
。

問

医
療
従
事
者
、
介
護
職
の
方
々
、

保
健
所
職
員
に
対
す
る
危
険
手
当
の

支
給
に
つ
い
て
伺
う
。

答

医
療
従
事
者
等
に
対
す
る
危
険

手
当
は
、
医
療
機
関
等
の
就
業
規
則

等
に
従
っ
て
支
給
さ
れ
て
い
る
。
保

健
所
職
員
に
対
し
て
は
、
著
し
く
危

険
ま
た
は
困
難
な
業
務
そ
の
他
特
殊

な
一
定
の
業
務
に
従
事
し
た
際
に
特

殊
勤
務
手
当
を
支
給
し
て
い
る
。

問

医
療
従
事
者
、
介
護
職
の
方
々
、

保
健
所
職
員
に
対
し
、
熱
中
症
対
策

と
し
て
空
調
服
を
支
給
す
べ
き
。

答

医
療
従
事
者
等
に
つ
い
て
は
、

医
療
機
関
等
に
お
い
て
、
職
場
環
境

や
業
務
上
の
必
要
性
を
考
慮
し
た
上

で
、
自
ら
判
断
さ
れ
る
も
の
と
認
識
。

保
健
所
職
員
に
対
し
て
は
、
現
時
点

で
、
職
務
遂
行
上
必
要
と
す
る
被
服

の
貸
与
は
行
っ
て
い
る
。

問

区
民
の
方
々
へ
マ
ス
ク
・
防
護

服
・
空
調
服
を
。
ま
た
、
区
独
自
に

備
蓄
す
べ
き
。

問

第
2
波
に
備
え
、
人
数
に
余
裕

を
持
っ
た
上
で
専
門
的
知
見
が
蓄
積

で
き
る
体
制
と
、
正
規
雇
用
と
ま
っ

と
う
な
待
遇
を
保
証
し
た
、
全
区
民

が
安
心
し
て
行
政
を
頼
れ
る
体
制
を
。

答

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
対
応
を
踏
ま
え
、
必
要
な

体
制
整
備
の
在あ

り
方
に
つ
い
て
所
管

課
と
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

そ
の
際
に
は
、
常
勤
職
員
と
会
計
年

度
任
用
職
員
の
適
切
な
業
務
分
担
等

に
つ
い
て
も
十
分
考
慮
し
て
い
く
。

問

感
染
症
へ
の
不
安
と
自
粛
に
よ

る
ス
ト
レ
ス
、
相
互
監
視
と
他
者
を

攻
撃
す
る
風
潮
が
広
ま
っ
て
い
る
今
、

人
権
擁
護
の
取
組
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
を
な
く
す
た
め
の
啓
発
を
今
ま
で

以
上
に
強
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答

状
況
に
応
じ
て
、
人
権
擁
護
の

取
組
な
ど
と
合
わ
せ
て
、
区
民
へ
の

啓
発
活
動
を
適
切
に
行
っ
て
い
く
。

問

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
ネ
ッ
ト
環

境
等
の
な
い
子
ど
も
の
教
育
を
受
け

る
権
利
が
置
き
去
り
に
さ
れ
、
さ
ら

な
る
格
差
も
生
ま
れ
る
。
本
来
オ
ン

ラ
イ
ン
教
育
に
求
め
ら
れ
る
の
は
双

方
向
型
と
考
え
る
が
、
区
の
認
識
は
。

答

双
方
向
型
の
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育

は
重
要
と
考
え
環
境
整
備
を
目
指
す
。

問

3
密
を
避
け
る
た
め
、
少
人
数

学
級
の
検
討
を
求
め
る
が
い
か
が
か
。

答

少
人
数
学
級
へ
の
具
体
的
な
検

討
を
行
う
予
定
は
な
い
。

問

保
育
園
で
は
区
立
・
私
立
の
職

員
に
手
当
支
給
と
感
染
の
有
無
が
確

認
で
き
る
検
査
を
求
め
る
。

答

保
育
園
業
務
で
一
定
程
度
、
感

染
の
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
は
理
解
す

る
が
、
新
た
に
特※

4

殊
勤
務
手
当
を
支

給
す
る
予
定
は
な
い
。
感
染
の
疑
い

が
あ
る
と
医
師
に
判
断
さ
れ
た
場
合

に
、
検
査
を
受
け
る
仕
組
み
で
あ
る
。

問

コ
ロ
ナ
対
策
へ
の
財
政
調
整
基

金
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
政
策
判
断

を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

答

危
機
的
な
状
況
が
続
け
ば
、
災

害
へ
の
備
え
の
分
も
取
り
崩
し
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
得
る
。

問

区
債
に
つ
い
て
現
在
の
区
の
財

政
力
と
、
今
後
の
フ
リ
ー
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
の
見
通
し
か
ら
、
資
金
調

達
方
法
の
組
み
合
わ
せ
の
最
適
化
を

検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

施
設
の
更
新
等
の
今
後
の
行
政

需
要
を
踏
ま
え
る
と
、
低
金
利
下
に

お
け
る
区
債
活
用
の
重
要
性
は
増
し

て
く
る
も
の
と
考
え
る
。
指
摘
の
点

も
念
頭
に
置
き
、
財
政
運
営
を
行
う
。

答

外
環
道
の
整
備
は
、
国
な
ど
の

事
業
者
が
責
任
を
持
っ
て
対
処
す
べ

き
も
の
と
認
識
。
し
か
し
、
区
民
の

安
心
・
安
全
の
確
保
は
必
須
。
今
後
、

調
査
に
必
要
な
機
材
や
費
用
、
体
制

に
つ
い
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。

答

マ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
区
の
業

務
継
続
の
た
め
に
備
蓄
し
て
い
る
も

の
と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
区
内
医
療
機
関
や
福

祉
施
設
等
向
け
に
購
入
し
た
も
の
が

あ
る
が
、
防
護
服
と
空
調
服
は
な
い
。

区
民
へ
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
今
後

の
検
討
課
題
と
す
る
。
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11
日

　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

災
害
対
策
・
防
犯
等
特
別

　
　

委
員
会

12
日

　
　

�

道
路
交
通
対
策
特
別
委
員
会

15
日

　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

文
化
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
に

　
　

関
す
る
特
別
委
員
会

16
日

　
　

議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　

本
会
議

　
　

総
務
財
政
委
員
会

17
日

　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

本
会
議

《
7
月
》

14
日

　
　

議
会
運
営
委
員
会

21
日

　
　

本
会
議

　
　

総
務
財
政
委
員
会

　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　

本
会
議
（
再
開
）

＝
陳
情
の
審
査
結
果
＝

◇
住
所
変
更

川
野
た
か
あ
き
議
員
（
立
民
）

　

本
天
沼
１–

１–

３

　
　

コ
ー
ポ
奥
田
２
０
１
号

【
不
採
択
】

◇
高
円
寺
学
園
の
コ
ロ
ナ
対
策
に

関
す
る
陳
情
（
２
陳
情
第
19
号
）

●
お
知
ら
せ
●

用語説明 ※５　�Ｎ 95 マスク＝米国労働安全衛生研究所の規格に合格したマスクで、
医療現場などで使用される。

※６　ラッサ車＝感染症患者移送専用車のこと。

※７　�DX（デジタル・トランスフォーメーション）＝企業がビジネス環境の激しい変化に対応し、データと
デジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に、製品やサービス、ビジネスモデルを変革すると
ともに、業務そのものや、組織、プロセス、企業文化・風土を変革し、競争上の優位性を確立すること。

オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
推
進
、

緊
急
時
障
が
い
者
生
活
支

援
の
充
実
を
！

長
寿
券
は
他
策
に
変
え
る
、

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
等
滞
在
者

に
10
万
円
を

緊
急
事
態
を
想
定
し
て
い

な
い
現
行
憲
法
で
は
コ
ロ

ナ
に
対
応
不
能
！

命
よ
り
カ
ネ
の
社
会
を
問

う
。
阿
佐
ヶ
谷
再
開
発
は

白
紙
撤
回
を
！

河
北
病
院
の
建
築
案
入
手

ヘ
リ
ポ
ー
ト
設
置
は
？

動
植
物
の
保
護
は
？

救
急
搬
送
に
４
時
間

区
の
移
送
義
務
は

果
た
さ
れ
て
い
る
か

大
槻
城
一

（
公
明
）

奥
山
た
え
こ

（
杉
耕
）

田
中
ゆ
う
た
ろ
う

（
美
杉
）

ほ
ら
ぐ
ち
と
も
こ

（
革
新
）

松
尾
ゆ
り

（
杉
わ
）

堀
部
や
す
し

（
無
）

問

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
第
2
波

・
3
波
も
想
定
さ
れ
る
中
、
オ
ン
ラ

イ
ン
教
育
等
へ
の
方
針
を
伺
う
。

答

学
校
休
業
に
備
え
、
オ
ン
ラ
イ

ン
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
の
実
施
へ
環
境
整

備
を
進
め
る
。
一
人
一
台
の
専
用
端

末
配
備
を
加
速
さ
せ
、
学
習
の
振
り

返
り
や
不
登
校
対
策
へ
展
開
す
る
。

問

今
年
3
月
発
行
の
「
杉
並
区
高

齢
者
実
態
調
査
報
告
書
」
に
よ
る
と
、

「
活
動
に
参
加
す
る
目
的
」
は
、「
健

康
の
維
持
、
増
進
の
た
め
」
が
46
・

4
%
。
一
方
「
長
寿
応
援
ポ
イ
ン
ト

シ
ー
ル
を
た
め
る
た
め
」
は
、
1
・

9
%
と
少
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。

そ
こ
で
、
予
算
執
行
の
バ
ラ
ン
ス
上
、

長
寿
応
援
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
縮
小
・

廃
止
し
て
、
活
動
に
参
加
で
き
る
他

の
方
法
に
移
行
し
て
は
ど
う
か
。

答

今
回
の
調
査
で
は
、
参
加
者
は

ポ
イ
ン
ト
を
得
る
こ
と
自
体
を
目
的

と
す
る
の
で
は
な
く
、
活
動
へ
の
参

加
に
よ
り
健
康
の
維
持
や
仲
間
が
増

え
る
こ
と
に
主
た
る
喜
び
を
感
じ
て

お
り
、
本
制
度
が
高
齢
者
の
活
動
促

進
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
区
と
し
て
は
、
人
生
1

0‌

0
年
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
仕
組
み

と
し
て
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
。

問

住
民
票
登
録
の
な
い
人
は
、
特

別
定
額
給
付
金
を
受
給
で
き
な
い
。

ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
等
滞
在
者
に
は
、
住

民
票
が
な
い
人
が
い
る
。
住
民
票
復

活
方
法
な
ど
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
提

供
を
。

答

関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し
な

が
ら
区
が
作
成
し
た
チ
ラ
シ
等
に
よ

り
周
知
を
図
っ
て
い
る
。
そ
の
際
ご

相
談
が
あ
れ
ば
適
宜
対
応
し
て
い
く
。

問

自
宅
療
養
者
の
行
動
履
歴
を
把

握
す
る
た
め
Ｇ
Ｐ
Ｓ
の
装
着
等
を
義

務
付
け
る
よ
う
、
区
長
が
国
に
要
望
。

が
、
そ
の
た
め
に
は
憲
法
改
正
が
必

要
。
そ
の
旨
、
国
に
具
申
せ
よ
。

答

時
限
的
に
行
う
等
で
、
憲
法
改

正
に
よ
ら
ず
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
と

の
バ
ラ
ン
ス
を
図
れ
る
と
考
え
、
法

整
備
を
国
に
要
望
し
た
。

問

区
長
は
連
日
、マ
ス
コ
ミ
で「
医

療
崩
壊
が
起
き
て
い
る
」
と
発
言
。

本
当
に
当
区
で
起
き
て
い
た
の
か
。

答

一
時
的
だ
が
、
区
内
で
医
療
崩

壊
の
危
機
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

問

注
意
喚
起
も
必
要
。
が
、
再
三

の
発
言
は
、
過
度
に
不
安
を
煽あ

お
る
。

答

ご
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

問

震
災
救
援
所
等
の
運
営
側
は
、

感
染
の
危
険
に
晒
さ
れ
る
。
Ｎ※

５
95
マ

ス
ク
が
必
要
。
支
給
せ
よ
。

答

サ
ー
ジ
カ
ル
マ
ス
ク
に
合
わ
せ
、

フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル
ド
等
支
給
を
検
討
。

問

小
池
都
知
事
に
よ
る
都
立
病
院

の
独
立
行
政
法
人
化
に
区
長
と
し
て

反
対
の
意
思
を
示
す
べ
き
。

答

東
京
都
は
、
都
立
病
院
が
担
う

べ
き
役
割
を
安
定
的
に
果
た
し
続
け

て
い
く
た
め
、
令
和
4
年
度
内
を
目

途
と
し
て
都
立
病
院
と
公
社
病
院
を

一
体
的
に
地
方
独
立
行
政
法
人
へ
移

行
す
る
方
針
と
認
識
し
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
運
営
形
態
が
変
更
に
な

っ
て
も
、
採
算
の
確
保
が
困
難
な
医

療
に
係
る
経
費
は
、
現
行
と
同
様
に

東
京
都
が
負
担
す
る
こ
と
が
法
で
定

め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
新
興
感
染

症
の
世
界
的
な
発
生
・
拡
大
や
大
規

模
水
害
な
ど
災
害
等
の
発
生
時
に
は
、

都
が
一
体
と
な
っ
て
医
療
救
護
に
当

た
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、
区
と
し
て
は
、
今
後
の
都
議

会
で
の
議
論
を
見
守
っ
て
い
く
。

問

私
が
入
手
し
た
河
北
病
院
の
建

築
案
に
よ
る
と
、
9
階
建
て
、
高
さ

40
ｍ
と
、
こ
の
地
域
と
し
て
は
異
様

な
高
さ
。
区
は
病
院
の
建
築
計
画
を

把
握
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
建
物
の

高
さ
を
抑
え
る
よ
う
求
め
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答

病
院
運
営
法
人
に
お
い
て
検
討

し
て
お
り
、
区
は
具
体
的
に
確
認
し

て
い
な
い
。
高
さ
に
つ
い
て
働
き
か

け
る
考
え
は
な
い
。

問

建
築
案
に
よ
れ
ば
、
け
や
き
屋

敷
の
森
は
、
地
区
計
画
で
義
務
と
さ

れ
る
緑
地
以
外
は
全
て
伐
採
さ
れ
る
。

森
で
は
ツ
ミ
を
は
じ
め
オ
オ
ル
リ
や

ビ
ン
ズ
イ
な
ど
の
鳥
類
や
希
少
な
植

物
も
観
察
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は

森
が
な
く
な
れ
ば
生
存
で
き
な
い
。

い
か
に
保
護
し
て
い
く
の
か
。

答

今
後
、
保
全
計
画
を
策
定
し
、

都
と
協
議
し
て
い
く
。

問

杉
並
区
で
最
初
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
陽
性
者
（
重
症
患
者
）
が

2
月
18
日
に
把
握
さ
れ
た
際
、
受
け

入
れ
病
院
が
あ
り
な
が
ら
も
、
区
が

搬
送
車
を
確
保
で
き
ず
、
救
急
搬
送

に
4
時
間
以
上
か
か
っ
て
い
た
。
な

ぜ
円
滑
に
搬
送
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

答

移
送
は
区
の
義
務
で
あ
る
が
、

重
症
患
者
を
搬
送
す
る
体
制
が
整
っ

て
い
な
か
っ
た
。
現
在
は
都
が
重
症

患
者
を
ラ※

６

ッ
サ
車
で
搬
送
す
る
考
え

を
示
し
て
お
り
体
制
が
整
っ
て
い
る
。

17

16

18

問

国
は
「
自
己
肯
定
感
」
を
育
む

教
育
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
い
る
が
。

答

子
ど
も
た
ち
が
自
信
を
持
っ
て

社
会
へ
参
画
す
る
た
め
「
自
己
肯
定

感
」
を
高
め
る
教
育
は
大
変
に
重
要
。

日
々
の
学
習
・
行
事
や
体
験
を
通
し

て
自
信
や
誇
り
を
高
め
、
可
能
性
を

実
感
し
て
い
く
こ
と
は
、
区
の
教
育

ビ
ジ
ョ
ン
と
軌
を
一
に
す
る
。

問

当
区
は
、
介
護
者
が
感
染
し
た

場
合
に
備
え
、
障
が
い
者
等
の
生
活

支
援
事
業
を
始
め
た
。
同
事
業
は
、

介
護
者
の
怪
我
や
疾
病
に
よ
る
入
院

な
ど
、
平
常
時
に
お
い
て
も
必
要
な

事
業
で
あ
る
。
今
後
も
支
援
の
仕
組

み
と
し
て
、
検
討
す
る
こ
と
を
望
む
。

答

緊
急
に
介
護
支
援
が
必
要
な
ケ

ー
ス
が
あ
り
、
家
族
か
ら
の
要
望
も

あ
る
。
今
回
の
事
業
で
明
ら
か
に
な

る
課
題
や
ヒ
ン
ト
を
活
か
し
、
緊
急

時
に
対
応
可
能
な
生
活
の
場
の
確
保

や
支
援
に
つ
い
て
、
今
後
し
っ
か
り

と
検
討
し
て
い
く
。

問

杉
並
区
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
生

活
困
窮
者
支
援
や
、
休
業
に
追
い
込

ま
れ
収
入
が
激
減
し
た
商
店
な
ど
へ

の
支
援
を
最
優
先
す
べ
き
。
阿
佐
ヶ

谷
再
開
発
も
中
止
・
休
止
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

答

本
事
業
は
、
阿
佐
ヶ
谷
駅
北
東

地
区
に
お
け
る
防
災
性
と
安
全
性
の

向
上
及
び
教
育
環
境
や
医
療
施
設
の

機
能
等
の
向
上
を
図
る
も
の
で
あ
り
、

事
業
計
画
に
即
し
て
進
め
て
い
く
。

問

こ
れ
ま
で
区
議
会
で
は
病
院
に

ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
つ
く
ら
な
い
旨
の
答

弁
が
あ
っ
た
が
、
建
築
案
に
は
「
ヘ

リ
ポ
ー
ト
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。

ヘ
リ
ポ
ー
ト
は
作
ら
れ
る
の
か
。
臨

時
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
ヘ
リ
パ
ッ

ド
は
ど
う
か
。

答

ヘ
リ
ポ
ー
ト
に
関
す
る
施
設
を

設
置
す
る
考
え
は
な
い
と
聞
い
て
い

る
。

問

感
染
者
の
移
送
義
務
は
、
法
的

に
は
区
の
保
健
所
に
あ
る
。
都
内
発

生
早
期
こ
の
患
者
の
存
在
に
つ
い
て

「
都
と
区
が
隠
し
て
い
る
」
と
批
判

を
受
け
た
が
、
そ
の
生
死
は
。

答

当
該
患
者
は
お
亡
く
な
り
に
な

っ
て
い
る
。
区
で
は
搬
送
の
遅
れ
と

の
因
果
関
係
は
わ
か
ら
な
い
。

問

テ
レ
ワ
ー
ク
・
リ
モ
ー
ト
ワ
ー

ク
の
拡
大
な
ど
Ｄ※

７
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
が

進
む
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に
お
い
て

過
去
の
成
功
事
例
を
前
提
と
し
た
都

市
再
開
発
は
慎
重
に
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
都
内
で
も
オ
フ
ィ
ス
の

縮
小
な
ど
動
き
が
出
始
め
て
い
る
。

答

ま
ち
づ
く
り
の
機
能
を
捉
え
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
街
地
の
状
況
に
対
応

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

問

中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
等
、

ま
た
生
活
困
窮
者
を
支
援
す
べ
き
。

国
の
補
助
も
活
用
し
、
事
業
者
・
オ

ー
ナ
ー
へ
の
家
賃
補
助
を
検
討
せ
よ
。

答

区
独
自
の
特
例
資
金
の
創
設
等

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
飲
食
店
の
家

賃
支
援
策
の
早
期
実
施
も
検
討
中
。

住
居
確
保
給
付
金
も
最
大
9
カ
月
支

給
延
長
す
る
他
、
き
め
細
か
く
支
援
。
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区議会では、区民の代表（区議会議員）が集まり、区の予算やきまり（条例）
を決め（議決）ています。区議会の役割と仕事区議会の役割と仕事

　⑩�法律や政令、条例で決めていることを除
いて、区の持つ権利を手放すこと。

　⑪�区の施設を長い期間、独占的に利用させ
ること。

　⑫�区がその当事者である審査請求や不服申
立て、訴えの提起、和解、あっせん、調
停、仲裁に関すること。

　⑬�法律で区に義務づけられた損害賠償の額
を定めること。

　⑭�区内の公共的な団体などの活動を総合的
に調整すること。

　⑮�このほか法律や政令、条例により区議会
の権限に属すること。

　区議会議員も区長も、選挙で選ばれた区民
の代表です。
　区議会議員は、区議会という合議制の意思
決定機関を構成し、区の重要な仕事を議決し
ます。
　一方、区長は、区議会で決めたことに基づ
き、実際に区の仕事を執行しています。
　区議会と区長は、それぞれ独立した立場か
ら協力して区政を運営していることから、車
の両輪に例えられています。

　議員の定数は、地方自治法により、区の条
例で定めることとされています。杉並区は、
杉並区議会議員定数条例により定数を48人と
しています。
　現在の議員の任期は令和元年 5月 1日から
令和 5年 4月30日までの 4年間です。

区議会と区長

議員の定数

　会議（本会議）を開いて、議会の意思を決
定することを議決といいます。
【主な議決事項】
　①条例を設ける、改める、廃止すること。
　②予算を定めること。
　③決算を認定すること。
　④�区の税金や分担金、使用料、加入金、手

数料を集めることに関すること。
　⑤�予定価格 1億 5千万円以上の工事やもの

をつくる契約を結ぶこと。
　⑥�区の財産（土地や建物など）を交換した

り、譲り渡したり、貸したりすること。
　⑦不動産を信託すること。
　⑧�予定価格 4千万円以上の不動産・動産の

取得や処分（土地は 1件 5千㎡以上）を
すること。

　⑨�使いみちが指定された寄附や贈与を受け
ること。

議決

会議のあらまし

　全議員が議場に集まって会議するのが本会議です。本会議では区

【定例会と臨時会】
【委員会】

【本会議】

　定例会は、条例に基づいて毎年２月、５月、９月、11月の４回
開いています。
　臨時会は、必要に応じて開きます。
　区議会の招集は区長が行いますが、議長や議員定数の４分の１
以上の議員から招集を求められたときは、区長は議会（臨時会）
を招集しなければなりません。

　議案や請願・陳情などを実質的に審査するのが委員会です。
　委員会を設置するのは、区の仕事が多種多様で内
容も複雑なため、部門ごとに専門的に検討したほう
が能率もよく、また深く議論ができるからです。
　委員会には、常設の常任委員会、議会運営委員
会と、必要に応じて設置される特別委員会があり
ます。

長などへの質問を行い、議案等について区議会の意思を決めます。

委員会のあらまし

委員会のあらまし

　杉並区議会には、常任委員会、議会運営委員会、特別委員会が設置されています。議員は必ず一つの常任委員会の委員になることが
義務付けられており、任期は条例で１年となっています（特別委員会を除く）。

◇常任委員会

総務財政委員会
○区政の総合的な計画や調整に関すること
○予算やその他の財政に関すること
○財産の取得や建築工事などの契約に関すること
○危機管理及び防災に関すること　　　　　　　　　など

区民生活委員会
○区税や戸籍、住民登録に関すること
○地域活動の推進に関すること
○商工業、農業、消費生活に関すること
○文化振興、都市交流、男女共同参画に関すること　　など

保健福祉委員会
○高齢者、障害者、児童の福祉に関すること
○青少年の健全育成に関すること
○国民健康保険、国民年金、介護保険に関すること
○健康増進に関すること　　　　　　　　　　　　　など

都市環境委員会
○まちづくりに関すること
○みどりの育成・保護に関すること
○道路、公園、河川に関すること
○生活環境の整備に関すること　　　　　　　　　　など

文 教 委 員 会
○区立小・中学校に関すること
○文化財に関すること
○生涯学習に関すること
○図書館に関すること　　　　　　　　　　　　　　など

◇議会運営委員会

議会運営委員会
○議会の運営に関する事項
○議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項
○議長の諮問に関する事項

◇特別委員会
災害対策・防犯等
特 別 委 員 会 ○災害対策・防犯等に関する調査

道路交通対策
特 別 委 員 会

○�交通安全、外環道路、放射第５号線、南北交通、新交
通システム及び鉄道連続立体交差に関する調査

文 化 芸 術 ・
スポーツに関する
特 別 委 員 会

○�文化芸術及びスポーツに関する調査
○�東京オリンピック・パラリンピック及びその開催に向けたに
ぎわい創出に関する調査

議 会 改 革
特 別 委 員 会 ○議会のあり方に関する調査　

※�このほか、通常、 2月には予算特別委員会、 9月には決算特別委員会が設
置されます。
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常任委員会
◇総務財政委員会
　【開会日】 2 年 ６ 月 10 日
　【議案審査】第53・62・63号
　【所管事項調査】
　�新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に係る令和 2 年度の区施設休館に伴う委
託業務及び指定管理業務への対応について　ほか2件
　【開会日】 2 年 ６ 月 16 日
　【議案審査】第83号
　【開会日】 2 年 ７ 月 21 日
　【議案審査】第84号

◇区民生活委員会
　【開会日】 2 年 ６ 月 ４ 日
　【議案審査】第54号
　【所管事項調査】
　特別定額給付金に関する取組状況について　ほか１件

◇保健福祉委員会
　【開会日】 2 年 ６ 月 ５ 日
　【議案審査】第55 ～59・64・65号
　【所管事項調査】
　新型コロナウイルス感染症の区内流行状況及び保健所の取組みについて　ほか４件

特別委員会
◇災害対策・防犯等特別委員会
　【開会日】 2 年 ６ 月 11 日
　【陳情審査】 2 陳情第20号
　【所管事項調査】
　杉並区災害時受授・支援計画（人的編）の策定について　ほか２件

◇道路交通対策特別委員会
　【開会日】 2 年 ６ 月 12 日
　【所管事項調査】
　外環道の進捗状況について　ほか1件

◇文化芸術・スポーツに関する特別委員会
　【開会日】 2 年 ６ 月 15 日
　【所管事項調査】
　今後の区の文化・芸術交流事業の取組について　ほか２件

◇都市環境委員会
　【開会日】 2 年 ６ 月 ８ 日
　【議案審査】第60・61号
　【所管事項調査】
　�富士見ヶ丘駅周辺まちづくり方針（中間まとめ）の策定と今後の進め方について　
ほか３件

◇文教委員会
　【視察日】 2 年 ６ 月 ９ 日
　【陳情審査】 2 陳情第19号
　【所管事項調査】
　令和 ２年度区立学校在籍者数等について（令和 ２年 ５月１日現在）　ほか２件

常任委員会・特別委員会等の活動をお知らせします（６・７月）
議案審査における議案各号の概要と審議結果は、 ７ ・ ８ 面をご覧ください。

議会運営委員会

　【開会日】　 2 年 ６ 月 11 日
　【議　題】　定例会の追加提案事項について　ほか
　【開会日】　 2 年 ６ 月 15 日
　【議　題】　定例会の追加提案事項について　ほか
　【開会日】　 2 年 ６ 月 17 日
　【議　題】　議案審査結果報告について　ほか
　【開会日】　 2 年 ７ 月 14 日
　【議　題】　臨時会の提案事項について　ほか
　【開会日】　 2 年 ７ 月 21 日
　【議　題】　議案審査結果報告について　ほか

◇議会改革特別委員会
　【開会日】 2 年 ６ 月 16 日
　【所管事項調査】
　議会基本条例について

議　案　等　の　概　要　と　審　議　結　果　【第 4 回臨時会】

    　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　○＝賛成　×＝反対　　令和 2 年 7 月21日議決
議案
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84号 令和 ２年度杉並区一般会計補正予算（第 ６号）

国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創成臨時
交付金（第二次補正予算分）」を活用した、区内の
PCR検査体制の強化やクラスター予防対策、商店街
の需要喚起キャンペーンへの助成、区立学校におけ
る児童・生徒 1 人 1 台タブレット端末の配備等に要
する経費など36事業、25億141万 ５ 千円の増額補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 可決

議員別の表決結果は、杉並区議会ホームページの「議案・議決結果の一覧」でご覧になれます。

■募集内容
杉並区内で応募者自身が撮影した、表情豊かな人物写
真で、未発表の作品。
※�応募に際し、写っている人物の許可を必ず得てくだ
さい。
■応募方法
次の①と②の事項について明記の上、郵送・持参また
はメールにてご応募ください。
①撮影者（応募者）の住所・氏名・電話番号
②撮影場所・撮影年月日・被写体の簡単な説明
※�応募写真の返却はいたしませんのでご了承ください。
※�応募の際の個人情報は、本目的以外に
使用しません。そのほか、区議会ホー
ムページに詳細を載せています。
■お問い合わせ
杉並区議会事務局　広報担当

■宛先
●郵送・持参の場合
　〒166‐8570　杉並区阿佐谷南1‐15‐1 
　杉並区議会事務局　広報担当まで
●メールの場合
　�kugikai-j@city.suginami.lg.jpまで
※�添付する画像（作品）の容量を 5MB以下にして送
ってください。また、メールの件名は「区議会ポ
スター写真応募」としてください。

杉並区議会では、年 4回（ 2月・ 5月・ 9月・11月）の定例会の開催をお知らせす
るポスターに使う写真を、年間を通じて募集しています。

みなさんからの写真でポスターを作っています！

▲詳細はこちら

無料アプリ「マチイロ」を利
用して、「杉並区議会だより」を
スマートフォンやタブレット端末
で、いつでも、簡単に読むことが
できます。アプリをダウンロード
して登録すると、最新号の発行
に合わせてお知らせ通知が届きま
す。
ご利用には、「マチイロ」ホー

ムページにアクセスし、専用ア
プリをダウンロードしてください
（ダウンロードや情報の受信等に
は、通信料が発生する場合があり
ます）。

区議会だよりを

スマホで手軽に！

アプリのダウン
ロードはこちら▶
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≪声・点字の区議会だより≫
本紙を録音した「声の区議会だより」（カセットテープ、オーディオ版、デイジー版）、または「点字版
区議会だより」をご希望の方に郵送でお届けしています。杉並区内在住の方が対象ですので、お知り合
いの方にご紹介いただければ幸いです。新たにご希望の方は杉並区議会事務局までご連絡ください。

議　案　等　の　概　要　と　審　議　結　果　【第 2回定例会】

　○＝賛成　×＝反対　　令和 2年 6月17日議決（※ １は 6月 3日、※ ２は 6月16日）

議案
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53号 杉並区事務手数料条例の一部を改正する条例 プロジェクションマッピングに係る屋外広告物許可申請手数
料の設定等 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

54号 杉並区特別区税条例等の一部を改正する条例 未婚のひとり親に対する税制上の措置の設定等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

55号 杉並区国民健康保険条例の一部を改正する条例 新型コロナウイルス感染症に係る令和元年度分及び令和 ２年
度分の保険料の減免の特例の設定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

56号 杉並区介護保険条例の一部を改正する条例 低所得者の保険料の減額賦課に係る保険料率の設定等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

57号 杉並区立保育所及び小規模保育事業所条例の一部を改正
する条例 下高井戸保育園の廃止 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 可決

58号 杉並区家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する
条例の一部を改正する条例 居宅訪問型保育事業者が提供する保育に係る規定の明確化 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

59号 杉並区放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に
関する条例の一部を改正する条例 放課後児童支援員の資格要件の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

60号 杉並区営住宅条例の一部を改正する条例 都営住宅の移管による区営住宅 １箇所の設置に伴うその名称
及び位置の設定等 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

61号 杉並区地区計画の区域内における建築物の制限に関する
条例の一部を改正する条例 阿佐ヶ谷駅北東地区における建築物に関する制限の設定等 ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ × × × × 可決

62号 負担付き譲与の受領について 浜田山四丁目アパートの土地、建物及び駐車場について、東
京都から負担付き譲与を受け、区有財産として取得 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

63号 令和 ２年度杉並区一般会計補正予算（第 ４号）
実行計画に基づく西荻地域区民センター等複合施設の指定管
理料や、新型コロナウイルス感染症対策に要する経費など26
事業、 ５億3,962万 ３ 千円の増額補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 可決

64号 令和 ２年度杉並区国民健康保険事業会計補正予算（第 ２
号）

新型コロナウイルス感染症対策として、令和 ２年 ２月分以降
の保険料から減免を行うことに伴い、令和元年度の収納済分
の還付に要する経費として ２事業、 ３億7,500万円の増額補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

65号 令和 ２年度杉並区介護保険事業会計補正予算（第 １号）
新型コロナウイルス感染症対策として、令和 ２年 ２月分以降
の保険料から減免を行うことに伴い、令和元年度の収納済分
の還付に要する経費として １事業、6,600万円の増額補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

66号 人権擁護委員候補者の推薦について　※ １ 田中載枝（たなか　かつえ）氏を候補者として推薦 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決
67号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※ １ 小野実（おの　みのる）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 同意
68号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※ １ 小美野正義（おみの　まさよし）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 同意
69号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※ １ 秦孝良（はた　たかよし）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 同意
70号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※ １ 本橋成一（もとはし　せいいち）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 同意
71号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※ １ 栗原正太郎（くりはら　しょうたろう）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 同意
72号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※ １ 坂井雄治（さかい　ゆうじ）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 同意
73号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※ １ 原修吉（はら　しゅうきち）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 同意
74号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※ １ 飯田幸弘（いいだ　ゆきひろ）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 同意
75号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※ １ 田原良規（たはら　よしのり）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 同意
76号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※ １ 野田一郎（のだ　いちろう）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 同意
77号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※ １ 原田映史（はらだ　えいじ）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 同意
78号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※ １ 井口明（いぐち　あきら）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 同意
79号 杉並区農業委員会委員の任命の同意について　※ １ 鈴木宗孝（すずき　むねたか）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 同意
80号 杉並区副区長の選任の同意について　※ ２ 吉田順之（よしだ　よりゆき）氏の選任に同意 ○ ○ × ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○ × 同意
81号 杉並区教育委員会委員の任命の同意について　※ ２ 久保田福美（くぼた　ふくみ）氏の任命に同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 同意
82号 杉並区監査委員（識見を有する者）の選任の同意について 三浦邦仁（みうら　くにひと）氏の選任に同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ × 同意

83号 令和 ２年度杉並区一般会計補正予算（第 ５号）

国の「新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金」
を活用した、文化・芸術活動を守る「すぎなみアート応援事
業」や、区内中小事業者支援に要する経費など11事業、18億
1,488万 ２ 千円の増額補正

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 可決

報告
3号

地方自治法第180条第 １項の規定により指定された契約
金額の増減の専決処分をしたことの報告について　※ １

令和元年第 ２回定例会で議決された「柏の宮公園拡張整備工
事」の契約金額を1,055万3,400円増額し、 ２億85万3,400円と
した。

－ － － － － － － － － － － － － 報告
聴取

報告
4号

地方自治法第180条第 １項の規定により指定された契約
金額の増減の専決処分をしたことの報告について　※ １

令和元年第 ２回定例会で議決された「馬橋公園拡張用地の建
物解体工事」の契約金額を807万 4 千円増額し、 １億7,237万
円とした。

－ － － － － － － － － － － － － 報告
聴取

報告
5号

地方自治法第180条第 １項の規定により指定された契約
金額の増減の専決処分をしたことの報告について　※ １

令和元年第 ２回定例会で議決された「杉並区立中央図書館改
修建築工事」の契約金額を5,727万 7 千円増額し、 ８億5,037
万 ７ 千円とした。

－ － － － － － － － － － － － － 報告
聴取

報告
6号

地方自治法第180条第 １項の規定により指定された契約
金額の増減の専決処分をしたことの報告について　※ １

令和元年第 ２回定例会で議決された「杉並区立中央図書館
改修空気調和設備工事」の契約金額を1,007万 ６ 千円増額し、
３億6,207万 ６ 千円とした。

－ － － － － － － － － － － － － 報告
聴取

報告
7号

地方自治法第180条第 １項の規定により指定された損害賠
償額の決定の専決処分をしたことの報告について　※ １ ６ 件の法律上の義務に属する損害賠償額を報告 － － － － － － － － － － － － － 報告

聴取
報告
8号 令和元年度繰越明許費繰越計算書について　※ １ 15事業で、令和 ２年度に ５億546万 １ 千円を繰り越す。 － － － － － － － － － － － － － 報告

聴取
報告
9号 杉並区土地開発公社の経営状況について　※ １ 土地取得：3,827.75㎡　19億7,922万9,506円

土地処分：7,110.69㎡　39億172万5,784円 － － － － － － － － － － － － － 報告
聴取

報告
10号

公益財団法人杉並区スポーツ振興財団の経営状況につい
て　※ １

スポーツの普及や健康づくりを目的として行われている各種
の区民スポーツ教室の実施、区民体育祭やスポーツレクリエ
ーション大会運営のほか、指定管理施設と受託施設の効果的
な管理運営に努めた。

－ － － － － － － － － － － － － 報告
聴取

報告
11号

公益財団法人杉並区障害者雇用支援事業団の経営状況に
ついて　※ １

「ワークサポート杉並・事業推進プラン」の各事業に意欲的
に取り組んだほか、「就労移行支援事業」では就職率・定着
率で高水準を維持した。各種セミナーの開催、余暇支援事業
の実施、雇用支援ネットワーク会議の運営等、円滑に実施す
ることができた。

－ － － － － － － － － － － － － 報告
聴取

報告
12号 下井草駅整備株式会社の経営状況について　※ １ 駅舎施設等を西武鉄道株式会社に賃貸した。 － － － － － － － － － － － － － 報告

聴取

報告
13号

公益社団法人杉並区成年後見センターの経営状況につい
て　※ １

杉並区成年後見制度利用促進協議会を開催し、当センター及
び関係機関のより一層の連携体制の強化を図った。また、制
度利用開始前及び開始後における区民への支援を拡充するた
めの専門相談事業を開始した。

－ － － － － － － － － － － － － 報告
聴取

議員別の表決結果は、杉並区議会ホームページの「議案・議決結果の一覧」でご覧になれます。
≪会派名・構成人数≫（令和 2年 6月17日現在）
自民／杉並区議会自由民主党（１５人）、公明／杉並区議会公明党（ ７人）、共産／日本共産党杉並区議団（ ６人）、立民／立憲民主党杉並区議団（ ５人）、平和／いのち・平和クラブ（ ４人）、
無維／自民・無所属・維新クラブ（ ４人）、共生／共に生きる杉並（ １人）、杉わ／杉並わくわく会議（ １人）、正理／正理の会（ １人）、杉耕／杉並を耕す会（ １人）、無／無所属（ １人）、
美杉／美しい杉並（ １人）、革新／都政を革新する会（ １人）


